
 

石川県防災会議（議事要旨） 

 

１ 日時 

   令和８年５月２６日(火) １３時３０分～１４時１０分 

 

２ 場所 

   石川県庁１１階 １１０５会議室 

 

３ 出席者 

   防災会議会長（山野知事）ほか 委員５６人（代理出席含む） 

 

４ 議事 

① 石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定について 

② 石川県地域防災計画（原子力防災計画編）の改定について 

③ 石川県水防計画の改定について 

 

５ 報告 

① 津波浸水想定の見直しについて 

② 原子力防災に係る石川県避難計画の見直しについて 

③ 洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域の見直しについて 

 

５ 議事要旨 

(1) 議事概要 

   会長（山野石川県知事）のあいさつに続き、会長が議長となって議事に入った。 

   議題①「石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定について」 

議題②「石川県地域防災計画（原子力防災計画編）の改定について」 

議題③「石川県水防計画の改定について」 

を事務局から説明し、それぞれ原案のとおり承認された。 

なお、議題①については、田中委員（金沢地方気象台長）からの説明及び宮島委員 

(石川県震災対策部会 部会長)からコメント、議題②については、齋藤委員（石川県 

原子力防災対策部会 部会長）からコメントがあった。 

 その後、報告事項として、 

「津波浸水想定の見直しについて」 

「原子力防災に係る石川県避難計画の見直しについて」 

「洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域の見直しについて」 

を事務局から説明し、質疑応答を行った。 

 



 

  (2) コメント要旨 

・宮島委員（石川県震災対策部会 部会長）によるコメント要旨（事務局報告） 

今回の地域防災計画（一般災害対策編等）の改定において、防災気象情報の見直しを

踏まえた災害対策本部の自動設置基準の見直しが行われるとのことであり、迅速な災害

対応に繋がることを期待する。 

防災気象情報は、県の災害対策本部の設置や市町の避難指示等の発令の参考となるだ 

けではなく、県民の皆さんに主体的に避難行動を取っていただくための重要な情報。  

県においては、県民に対して、警戒レベル相当情報が発表された際の適切な避難行動 

や、日頃からの水・食料等の備蓄、避難所までの経路の確認など、周知・啓発に努めて 

いただきたい。 

 

・齋藤委員（石川県原子力防災対策部会 部会長）によるコメント要旨 

  今回の原子力防災計画編の改定は、国の原子力災害対策指針等が修正されたことに伴

う改正。 

ポイントは、屋内退避の運用についてであり、従来から指針でも方針は示されていた

が、具体的な運用の目安を示していなかったということで、継続期間や屋内退避中の活

動、屋内退避の解除について、国において１年間の検討を踏まえ、昨年の１０月に対策

指針が改正された。これを踏まえ、県の部会の方で議論をさせていただき、今回の県の

原子力防災計画編の改定ということでご提案させていただいた。 

今後も実効性の確保を目指し、これから実施する訓練等を踏まえて、具体的な内容の

充実を図っていただきたい。 

 

(3) 意見交換の要旨 

（ＩＲいしかわ鉄道株式会社・内田委員） 

津波浸水想定について、地震による隆起や地形変動により想定が変わってくると思うが、

調査の対象として１４断層が選定されたのは、地震を踏まえた箇所数の増などがあったの

か。 

 

（竹沢危機管理部長） 

津波浸水想定の見直しの原因は、地震による地形の変動に加えて、国が令和６年の８月

に地震の長期評価を公表したことによるもの。 

長年、本県は、日本海側の地震の長期評価の公表を要望していたが、これに答える形で

国が公表した中に、新しい断層がいくつか入っていた。この新しい断層と従来の津波浸水

想定の断層から、専門家の方に石川県に与える影響の大きい断層を選定いただいた結果、

１４の断層が選ばれた。 

地震による地形変動は津波の速度や深さに影響するものであり、断層の選定は、地震に

よる地形変動の影響というより、国の長期評価が新しく公表されたことによって発生した

もの。 



 

（金沢レインボープライド・松中委員） 

実際に危機的な事態が起こったときには、そこにいらっしゃる方々の意識が変わってい

ないと緊急対応が難しいと感じている。ＮＯＴＯＴＯという支援団体を立ち上げて能登支

援をやっており、昨年の４月に「能登震災とマイノリティ」という視点でシンポジウムを

開催したが、やはり緊急時においては皆さん大変な状況なので、高齢者の方々、障害のあ

る方、LGBTQ+、外国にルーツのある方など、マイノリティ性を持つ方々が排除されてしま

う可能性があるという話をした。 

防災というのは、人の意識を変えていく、普段の平常時から意識を高めていくというこ

とが大切だと思うが、そのあたりがこの防災計画には含まれているのか。 

 

（竹沢危機管理部長） 

地域防災計画には、一般的な避難所の環境の整備に関することは含まれているが、いわ

ゆるマイノリティの方に対する特記した項目というのはない。 

そういうことも踏まえ、今回、防災会議委員の見直しの中で、多様な皆さんからのご意

見も頂戴したいと思い、松中委員にもご就任をいただいているということでもあるので、

我々も積極的に情報収集はするが、アドバイスやご意見等いただきたい。 

 

（金沢レインボープライド・松中委員） 

例えば、視覚障害の方が、トイレで水が流せないときに、トイレットペーパーを捨てる

場所が見えないので、皆さんが捨てたトイレットペーパーを手探りで探らなきゃいけない

といった状況があったということなので、意識の部分も大切だが、ハード部分でもそうい

う視点が大切だと感じた。 

 

（山野知事・議長） 

まさに今、松中委員がおっしゃって、具体的なこともご提示をいただいた。計画の中に

直接入っているわけではないが、事務局から話があったように、運用・運営の中で、そう

いうご意見を積極的に取り入れて、対応していかなければいけないと思う。 

 

（金沢レインボープライド・松中委員） 

そういうときに、他の自治体などは、災害に対するスペシャリストの方々との連携協定

を結ばれるだけでなく、いろんなマイノリティ性に関する専門家の方々との連携協定を結

ばれているようなことも結構見受けられるので、例えば障害、LGBTQ、もしくは国際的な団

体の方々とも連携協定があってもいいのではないかと。 

 

（竹沢危機管理部長） 

能登半島地震を踏まえたいろんな対策については、一歩一歩充実をさせていただいてお

り、今のご意見も参考にしながら、これからまた一歩一歩充実させていただきたい。また

ご指導よろしくお願いいたします。 



 

 

（山野知事・議長） 

ぜひ、後ほどで結構ですので、そういう自治体の事例などを教えていただいて、我々の

方で参考にさせていただければと思う。 

 

（石川テレビ放送株式会社・木下委員） 

原子力防災の避難経路について、具体的に港湾やヘリポートが出ているが、例えばその

港湾に逃げるとなったときに、誰がどういうふうにこれを救出に来るとか、地域の方への

情報提供とか、そういう点も年度内に決めるのか。 

 

（竹沢危機管理部長） 

原子力災害に関わらず、災害の避難行動については、地域単位で行っていただくという

ことになっている。これは、日頃の訓練として、県の原子力防災訓練や防災総合訓練、あ

るいは市町の方で訓練を個々に実施しているが、そういった訓練の中で、地区単位で、で

きれば集団で避難を行っていただくということになり、リーダーがいなくても必ず連絡を

していただくということになります。 

それぞれ災害の対応で、いろんな側面があるので、一概には言えないが、そのときのベ

ストな方法を使って、県あるいは市町、あるいは警察の方々、自衛隊の方々等々の先導の

もと、できるだけまとまって避難をいただくということになるが、それを日頃から体感い

ただくための訓練を実施しているので、そういったものを通じて、市町において周知をし

ていくということになろうかと思う。 

 

（石川テレビ放送株式会社・木下委員） 

港湾やヘリポートが提示されると、おそらく住民がそこに行ってしまったりするんじゃ

ないかと思うが、例えばそこに行ったとして、海路や空路で、誰がどう連携するかなども

年度内に決めるのか。 

 

（竹沢危機管理部長） 

個別具体の方法まで決めていても、委員おっしゃったように、住民の方があまり細かく

決めると混乱を来すだけになるので、あくまでもヘリポートや港湾というのは例示的に規

定をするということで、その時々にベストな避難方法を、災害対策本部や、あるいは市町

の方で決め、そこを防災行政無線などあらゆる手段を使って地域に伝達をするというふう

なことになる。ご質問の趣旨を踏まえ、市町とも相談しながら、住民の皆さんが迷わない

ように、伝達方法も含めて、現場が混乱をきたさないようにしっかりと運用していきたい。 

 

以上 


